






















































































































































































































































































































































































































































































1         代表的なものとして、笠井秋生「フランス留学：小説家修行」『遠藤周作論』（双文社出版、1987
年、pp.27-52）、上総英郎「非情なる凝視：初期評論」『遠藤周作論』（春秋社、1987年、pp.11-26）、
武田友寿「文学者と留学体験」『遠藤周作の世界』（講談社、1971年、pp.79-95）などがある。 






3        上総英郎「初期小説の世界：『白い人』『黄色い人』まで」『遠藤周作論』（春秋社、1987年、pp.27-57） 














7     李英和 (注 5を参照) は、チバはヨーロッパの知の欺瞞を見抜き、失望してヨーロッパを飛び出した
と解釈している。しかしより正確に言えば、チバは自ら積極的にヨーロッパを離れたというよりも、
結核と熱意の喪失によって帰国を余儀なくされたとみるべきであろう。 
8        日記に、リヨン大学近くの「クラリッジ寮」に引っ越したことが記録されている（「作家の日記」『全
集 15』p.44）。「門番夫婦の他は黒人学生のポーランと私しかいない」との記述もある。（同、p.62） 
9       遠藤周作「赤ゲットの佛蘭西旅行」『ルーアンの丘』、PHP研究所、1998年、pp.17-23 




11    武田秀美「『アデンまで』二つの視点」『作品論遠藤周作』、双文社出版、2000年、pp.9-24 








14      「悲しみが疼いてやまなかった。飢え、悲惨、苦悩は日本だけではなかった。（中略）不幸のかげに
は（中略）不正なものがひそんでいる。」（「赤ゲットの佛蘭西旅行」『ルーアンの丘』p.34） 












17       チバは紅海を南下する船から砂漠を眺め、そこに一頭の駱駝の姿を見出す。「歴史もない、時間もな
い、動きもない、人間の営みを全く拒んだ無感動な砂のなかを一匹の駱駝が地平線に向かって歩い
ている光景、それはなぜか知らぬが、俺にはたまらない郷愁をおこさせる。」（「アデンまで」『全集 6』
p.23）この箇所をどう解釈するかが、チバの、さらには遠藤自身の立ち居地の理解として重要であ
ろう。多少解釈の幅はあるが、主な先行研究では、駱駝がチバや作者遠藤を象徴するという点にお
いて見解が一致しつつある。たとえば兼子盾夫は上記の箇所について、独善的な西欧中心のキリス
ト教文明から解放され、東洋という懐かしいが、同時に西欧的な基準の通用しない異質の文明に回
帰していく遠藤自身の当惑とも気負いともいうべきものが表れていると分析する（兼子盾夫「遠藤
文学における象徴と暗喩の色彩論(1)：「白」と「黄色」を中心に」『横浜女子短期大学紀要』19 号、
2004年、pp.93-111）。笠井秋生もまた、駱駝は日本という風土の中でカトリック作家として歩もう
とする遠藤自身の象徴であると解釈する（笠井秋生、前掲論文、pp.63-64）。武田秀美は、チバは無
意識のうちに歴史や時間を超越した永遠の空間を地平線の向こうに感じており、砂漠の背後にある
神の存在と関わっているとみる（武田秀美、前掲論文、pp.19-20）。 
